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	製品名: CD316ウサギポリクローナル抗体
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、免疫グロブリンタンパク質スーパーファミリーのEWIサブファミリーのメンバーをコードします。このファミリーのメンバーは、単一の膜貫通ドメイン、EWI（Glu-Trp-Ile）モチーフ、および可変数の免疫グロブリンドメインを含みます。このタンパク質はテトラスパニンCD81およびCD9と相互作用し、細胞遊走やウイルス感染などの特定の細胞機能におけるそれらの役割を制御していると考えられます。コードされているタンパク質は、特定の癌の増殖を阻害することで腫瘍抑制因子として機能する可能性もあります。選択的スプライシングにより、同じタンパク質をコードする複数の転写産物バリアントが生成されます。[RefSeq提供、2011年9月],ドメイン：Ig様C2型ドメイン3および4は、CD81との相互作用に必要です。,機能：卵母細胞受精やC型肝炎ウイルス機能など、CD81およびCD9に起因する多様な機能において重要な役割を果たす可能性があります。ケラチノサイトの増殖と分化を制御している可能性があります。細胞運動の負の調節因子である可能性があります。CD81と協調してT細胞の移動を抑制し、CD82と会合して前立腺癌細胞の移動を抑制し、CD9とCD81を主要なリンカーとしてラミニン5上で類表皮細胞の再凝集と運動を制御します。また、インテグリン依存性の形態および運動機能にも役割を果たす可能性があります。成体脳の神経突起伸展と神経回路網の維持の調節に関与している可能性があります。,類似性:4つのIg様C2型（免疫グロブリン様）ドメインを含みます。,サブユニット:CD82、CD81/テトラスパニン28、およびCD9/テトラスパニン29と直接相互作用します。また、インテグリンα3/β1およびインテグリンα4/β1とも相互作用します。,組織特異性:脳、腎臓、精巣、肝臓、胎盤で発現し、他のすべての組織でも中程度に発現しています。 B 細胞、T 細胞、ナチュラル キラー細胞の大部分で検出されますが、単球、多核細胞、血小板では検出されません。
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	CD316ポリクローナル抗体を用いたNIH-3T3細胞のウェスタンブロット分析。二次抗体は1:20000に希釈された。

